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第 15 回  熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録 

 

平成29年12月７日(木曜日) 

            午前10時０分開議 

            午前10時46分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 （１）２０１９女子ハンドボール世界選手

権熊本開催に関する件 

 （２）ラグビーワールドカップ２０１９熊

本開催に関する件 

 （３）２０２０東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会に関する件 

 （４）共通する事項 

 （５）付託調査事件の閉会中の継続審査に

ついて 

 （６）その他 

――――――――――――――― 

出席委員(14人) 

        委 員 長 池 田 和 貴 

        副委員長 髙 野 洋 介 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 溝 口 幸 治 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 渕 上 陽 一 

                委   員 橋 口 海 平 

        委  員 楠 本 千 秋 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 髙 島 和 男 

                委  員 大 平 雄 一 

        委  員 吉 田 孝 平 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

商工観光労働部 

         部 長 奥 薗 惣 幸 

政策審議監兼 

商工政策課長 中 川   誠 

観光経済交流局長 原 山 明 博 

観光物産課長 永 友 義 孝 

国際課長 小金丸   健 

    国際スポーツ大会 

        推進局長 小 原 雅 晶 

    首席審議員兼国際 

スポーツ大会推進課長 水 谷 孝 司 

 教育委員会 

教育理事 山 本 國 雄 

教育政策課長 江 藤 公 俊 

体育保健課長 西 村 浩 二 

総務部 

首席審議員兼人事課長 平 井 宏 英 

 企画振興部 

   地域・文化振興局長 斉 藤 浩 幸 

    地域振興課審議員 

兼課長補佐 鈴   和 幸 

文化企画・世界遺産 

推進課長 手 島 伸 介 

 健康福祉部 

障がい者支援課長 奥 山 晃 正 

 土木部 

道路都市局長 宮 部 静 夫 

都市計画課審議員 伊 東   貢 

 警察本部 

警備第二課長 森 本 信 明 

交通規制課長 瀬 河 清 信 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     政務調査課主幹 福 島 哲 也 

     政務調査課主幹 佐 藤   誠 

――――――――――――――― 

午前10時０分開議 

〇池田和貴委員長 それでは、定刻となりま

したので､ただいまから第15回国際スポーツ

大会推進特別委員会を開催いたします。 

それでは、審議に入らせていただきたいと
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思います。 

お手元に配付をしております本日の次第に

従い、まず執行部から一括して説明を受け、

その後、質疑は議題ごとに行いたいと思いま

す。 

なお、委員会の運営は効率的に行いたいと

考えておりますので、説明につきましては簡

潔にお願いをしたいと思います。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 おはようございます。国際スポーツ大会

推進課長の水谷でございます。 

 失礼して、座って説明させていただきま

す。 

 まず、資料の確認をさせていただきます。 

 本日、資料は、Ａ４横のページ上に、第15

回特別委員会資料と記載しているホッチキス

でとじてあるものが１部と、Ａ４縦の青いラ

グビーワールドカップのチラシの1枚です。

ございますでしょうか。 

 では、ホッチキスどめの資料に沿って、４

つの付託案件を順に説明させていただきま

す。 

 では、開いていただいて１ページをお願い

します。 

 最初に、2019女子ハンドボール世界選手権

熊本開催に関する件です。 

 １ページは、大会概要です。大会期間は、

2019年11月30日（土曜日）から、12月15日

（日曜日）までで、２年後の今はちょうど大

会の期間中となります。 

 試合会場はパークドーム熊本、アクアドー

ムくまもと、八代市、山鹿市の総合体育館

で、24カ国参加のもと開催される予定で、準

備をしておりましたけれども、前回の委員会

で御説明しましたとおり、ことし３月のＩＨ

Ｆ国際ハンドボール連盟の視察において、試

合会場などについて指摘があっております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 そのＩＨＦの指摘と、対応状況について記

載しております。 

 主な指摘事項としては、山鹿会場の競技会

場の観客席数と、八代及び山鹿会場における

宿泊施設についてです。 

 これまでの協議における、前回からの進捗

状況について御説明します。 

 下の(3)の②のところですけれども、八代

会場の宿泊施設については、指摘のあった施

設の改修についてホテル側の御了承をいただ

き、具体的な改修内容についてホテル側と協

議を進めております。 

 また③ですが、次回の視察については来年

２月に実施されることとなりました。また、

それに向けた事前の協議を、現在ドイツで行

われている女子の世界選手権の視察中に行う

こととなりました。 

 ３ページをお願いします。 

 現在行われている熊本大会の前の大会とな

る、ドイツ大会の概要です。 

 12月１日から17日、24カ国参加のもとドイ

ツ国内６会場で開催されています。 

 会場は表のとおりですけれども、準決勝、

決勝が行われる１万3,000人収容のハンブル

グ会場を初め、いずれも4,000人を超える会

場となっています。 

 (2)は、大会の入場チケットの種類と価格

帯です。 

 試合の模様は、インターネットを通じてほ

ぼ見ることができます。 

 日本も頑張っておりまして、現在、戦績は

１勝２敗１分ですけれども、初戦のブラジル

戦に引き分け、第３戦でモンテネグロに１点

差で勝利しました。 

 けさ未明のロシア戦、リオオリンピック金

メダルのチームですけれども、これは29対28

と、惜しくも１点差で負けております。 

 ２年後を見据えたチームの強化のために

も、残るチュニジア戦に勝って、グループ４

位以上が進む決勝トーナメントにぜひ進出し

てもらいたいと思っております。 
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 ４ページをお願いします。 

 ①ですけれども、今回の大会は熊本の前の

最後の女子の世界選手権大会となりますの

で、大会運営全般について視察・調査を行っ

ております。視察団も、事務局はもとより八

代市、山鹿市、また、競技運営を担う県ハン

ドボール協会会員からも構成されておりまし

て、今回は議長、正副委員長にも御参加して

いただきます。 

 ②ですけれども、視察とあわせてＰＲ活動

も行っております。大会のプログラムに熊本

大会の記事を掲載するほか､日本チームの予

選会場のオルデンブルク、決勝、準決勝が行

われるハンブルグには、ＰＲブースも設置い

たします。 

 また、大会の模様は熊本のテレビ局に委託

し、年末に特別番組として放送するほか、そ

の取材映像は他局にも提供していただきまし

て、各局からのニュース映像として活用して

いただくこととしております。 

 ③ですけれども、今回、閉会式では熊本大

会への引継式が行われます。ドイツハンドボ

ール協会からＩＨＦの会長を経由して、ＩＨ

Ｆ旗が日本ハンドボール協会へ引き継がれま

す。と同時に、小野副知事、熊本市長から熊

本大会のＰＲを行っていただく予定です。 

 ５ページをお願いいたします。 

 キャッチフレーズ募集についてです。大会

開催の機運醸成を図るため、大会のＰＲに広

く使用するキャッチフレーズを募集したとこ

ろ、3,394点の応募がありました。 

 県の地域プロジェクトアドバイザーである

小山薫堂さんを委員長とした選定後、現在、

商標調査を経てドイツ大会の閉会セレモニー

でお披露目を行う準備を行っているところで

す。また、このお披露目と同時に､国内でも

発表したいと考えております。 

 次は、５、ＰＲ活動についてです。 

 ５ページから６ページにかけまして、県内

で催されたさまざまなイベントを通じて、大

会の告知やハンドボールの普及を図っており

ます。 

 また、６ページの下のほうの左下の写真の

ように、さまざまな企業や団体の御協力をい

ただきまして、街中への装飾を行い、機運の

醸成を図っております。 

 ７ページをお願いいたします。 

 熊本のハンドボールの歴史巡回パネル展に

ついてです。 

 なぜ熊本で男女２度の世界選手権大会が開

催されるのか、県民の皆様に理解していただ

けるように、熊本におけるハンドボールの歴

史をパネル展に仕立て、県内を巡回すること

としております。 

 ２年後の開幕日となる11月30日には、日本

ハンドボール協会長や岩下議長にも御参加い

ただき、オープニングのセレモニーを行いま

した。 

 今後、阿蘇くまもと空港や各大会会場、商

業施設などを巡回展示することとしておりま

すけれども、来週の月曜日までは県庁新館１

階で展示しておりますので、お時間があれば

委員の皆様もごらんいただければと思いま

す。 

 ８ページをお願いします。 

 同じく11月30日、大会のホームページを開

設しました。大会の情報のみではなく、大会

公式キャラクターくまモンによるハンドボー

ル観戦講座やクイズなど、楽しくハンドボー

ルに親しんでいただける内容となっておりま

す。こちらも、ぜひごらんいただければと思

います。 

 ８は、日本ハンドボール協会の新体制につ

いてです。10月末、新しい理事の互選によ

り、新役員が決定しました。会長には、広島

にある湧永製薬の湧永寛仁氏が新たに着任さ

れ、先月末、福地副会長とともに知事を表敬

訪問されました。 

 知事からは、全国のハンドボール関係者を

通じて､世界選手権に向けた国内の機運を盛
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り上げること、また、日本代表チームの強化

について要請されました。 

 ９ページは、今後の主なスケジュールで

す。 

年が明けると、県内３カ所で日本ハンドボ

ールリーグが行われます｡地元オムロンが登

場しますので、多くの皆様に会場に応援に来

ていただきたいと思います。 

 ＩＨＦ国際ハンドボール連盟の現地調査

は、２月16日から20日の５日間の予定で行わ

れます。この視察を経て、年度内には大会の

実施計画を策定することとしております。 

 現在、日本協会とも相談しておりますが、

大会１年前に当たる時期にプレ大会として国

際大会を開催できればと考えております。そ

れらを踏まえ、2019年の本大会へ開催地の準

備を行っていくこととなります。 

 10ページをお願いいたします。 

 ラグビーワールドカップ2019熊本開催に関

する件です。 

 11月２日、２年後ワールドカップの決勝が

行われるこの日に、大会の全日程が発表され

ました。全日程は、もう１枚のお手元の青い

チラシの裏に記載のとおりです。 

 熊本では、10ページにありますように、10

月６日（日曜日）、16時45分から、県民総合

運動公園陸上競技場でフランス対トンガ、10

月13日（日曜日）、17時15分から、同じ会場

でウェールズ対アメリカ地区第２代表の２試

合が行われることとなりました。 

 アメリカ地区第２代表は、カナダとウルグ

アイが争っており、来年２月には決定するこ

ととなっております。 

 熊本では２試合と、開催12会場の中では札

幌市、岩手県釜石市とともに一番少ない試合

数となっておりますけれども、フランス、ウ

ェールズという伝統ある強豪チームの好ゲー

ムが組まれたと考えております。また、２試

合とも観戦しやすい日曜日に組まれており、

２のキャッチフレーズにあるとおり、熊本で

の観戦は一生に一度となると思われますの

で、ぜひ多くの県民の皆様に御観戦いただき

たいと思います。 

 11ページをお願いします。 

 試合日程に合わせて、チケット販売の概要

も発表されました。日本大会は、アジアで初

めて開催され、アジアでのラグビーの普及を

図るため、より多くの方にスタジアムで観戦

していただけるような価格設定がなされてお

ります。 

 熊本の会場では、２試合ともメインスタン

ド、バックスタンドの中央部分、赤い部分で

すけれども、カテゴリーＡは１万5,000円、

その両横の青い部分カテゴリーＢは１万円、

その隣の黄色い部分は6,000円、子ども2,000

円、ゴールポスト裏になるカテゴリーＤ、緑

の部分は3,000円、子どもは1,000円です。 

 また、販売のスケジュールは、下のとおり

ですけれども、早いものでは来年１月19日か

らスタジアムパック、熊本でいいますと、２

試合合わせてのパックやチームパック、それ

ぞれのチームの全ての試合をごらんいただけ

るパック、そういうセット券の抽選販売が始

まります。 

 その後も開催都市住民先行販売など、段階

的に販売が進められていきます。ただ、チケ

ット購入に当たっては、チケットＩＤ登録が

まず必要になります。お配りしているチラシ

の表面にも記載されておりますけれども、Ｉ

Ｄ登録しないとチケットの購入はできませ

ん。このことについては、ほかの開催都市か

らも、ネット登録以外の購入方法は設定しな

いのかという声が上がっております。組織委

員会は、検討しており、何かしらの実施は必

要と考えているけれども、現時点での具体策

はないという回答でございます。ことしの国

際テストマッチのチケットの販売状況などを

踏まえ、引き続き要請してまいりたいと考え

ております。 

 12ページをお願いいたします。 
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 会場整備についてです。 

 現在、大会後もその整備効果が残る、本設

工事について着手しております。既に整備し

たスタジアムの17メートルポールについて

は、先日のトップリーグでも活用されてお

り、キックのイン・アウトが見やすくて、わ

かりやすいとの声も聞かれました。今後、更

衣室、照明、座席、トイレ、２面目のビジョ

ンなどについて、順次整備を進めてまいりま

す。 

 13ページをお願いします。 

 ＰＲ活動についてです。 

 ワールドカップ２年前イベントの一環とし

て、さまざまなＰＲを行いました。 

 10月９日には、ワールドカップの優勝トロ

フィーが熊本市のデパートにやってきまし

た。当日は藤崎宮の例大祭とも重なり多くの

人出があり、本物ということでたくさんの方

が、一緒に写真を撮ったりされていました。 

 また、ハンドボール同様、壁面装飾を行う

とともに、試合日程の決定の模様や日本対オ

ーストラリアのテストマッチのパブリックビ

ューイングを行い、ワールドカップに向けた

機運の醸成を図りました。 

 14ページをお願いします。 

 ③では、テストマッチで来日していたオー

ストラリア代表などが大使館に訪れ、そのレ

セプションにくまモンも出席し、開催地熊本

をアピールしました。 

 ④は、ロンドンで行われた公式旅行代理店

向けのワークショップの模様です。同じ九州

の開催地、福岡県、大分県とともに参加しま

した。 

 本県からは国際課が対応し、旅行代理店に

本県の観光情報を提供するとともに、熊本で

試合を行うフランスやイギリスの旅行会社と

も接触できたとのことです。 

 九州では全部で10試合、わかっているだけ

でも12チームがやってきます。九州３県で

は、試合日程決定後、早速、それぞれの観光

セクションを含めた合同会議を実施し、連携

して誘客活動を行っていくことなどを確認し

たところです。 

 15ページをお願いします。 

 ⑤は、先週末行ったラグビートークショー

の模様です。 

 第１回、第２回のワールドカップに出場し

た林氏や、元プレーヤーで組織委員会の松瀬

広報戦略長をお迎えし、スポーツとしてのラ

グビーの魅力や熊本での２試合の位置づけな

ど、わかりやすく解説され、会場は大いに盛

り上がりました。 

 ⑥は、先週末行われたラグビービトップリ

ーグについてです。 

 昨年優勝し、荒尾高校出身の日本代表流選

手も所属するサントリーの試合が組まれまし

たけれども、観客は3,000人から4,000人と低

調でした。ただ、熱心なファンは多く、多く

の方がワールドカップのチケットＩＤ登録を

されていきました。 

 16ページをお願いします。 

 ６、チームキャンプについてです。 

 試合日程も決まり、12月から各チームの公

認チームキャンプに向けた視察が行われ、来

年春以降、順次決定されていく予定となって

います。 

 本県は、公認キャンプ地に応募しており、

この秋には組織委員会から候補地の公表が行

われる予定でしたけれども、公表は行わない

との連絡がありました。ただ、公認キャンプ

実施に向け、組織委員会と連携して準備を行

っております。チームの視察に当たっては、

しっかり対応してまいりたいと思います。 

 ７は、地域交流計画についてです。 

 国では、ラグビーワールドカップの開催を

契機に、各開催都市と参加国との間の交流活

性化を図ることとされています。 

 東京オリンピック・パラリンピックにおけ

るホストタウンと同様の取り組みですけれど

も、交流計画が国の承認を受ければ、地域交
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流や公認キャンプでの経費に財政支援が受け

られることとなっております。現在、熊本で

試合を行う国・地域を対象に、交流計画の提

出を準備しております。 

 17ページをお願いします。 

 復興支援についてです。 

 ６月に熊本で行われた国際テストマッチで

は、通常の価格に500円を上乗せした熊本地

震復興応援チケットが販売されました。この

応援分に、日本ラグビー・フットボール協会

からの支援金を合わせて200万円が、本県の

熊本城・阿蘇神社等被災文化財復興支援募金

に寄附されました。 

 写真は、11月に４万人を超える観衆の中で

行われたオーストラリア戦での贈呈式の模様

です。 

 18ページをお願いします。 

 最後に、９、今後の主なスケジュールにつ

いてです。 

 年が明けるとチケットの販売が順次始まり

ますけれども、３月の開催都市住民先行販売

や、４月からのボランティア募集にあわせ

て、街中や空港、駅などでシティードレッシ

ング、街中装飾を行うこととしています。 

 また、同じく４月からは、組織委員会の出

先機関、開催都市組織委員会ＬＯＣが設置さ

れ、一緒に業務を行っていくこととしていま

す。 

 また、４月28日、大型連休の初日になりま

すけれども、オールブラックスジュニアであ

るニュージーランド学生代表と九州選抜の試

合の開催を、県ラグビー協会と準備を進めて

います。来年４月には、大会前500日を迎え

ます。工夫を凝らしながら機運を醸成し、試

合の観戦につなげてまいりたいと思います。 

 次は、Ⅲ、2020東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会に関する件です。 

 19ページは、大会の概要ですので省略いた

します。 

 20ページをお願いいたします。 

 (1)キャンプ地誘致についてです。 

 インドネシアのバドミントンチームの誘致

については、10月末から11月初旬にかけて、

インドネシア協会の役員、コーチ、選手が熊

本にやって来ました。 

 再春館製薬所の体育館サクラリーナをお借

りし、再春館製薬所や県内の高校生などとの

交流戦や、練習会場や宿泊施設の視察が行わ

れました。 

 21ページをお願いします。 

 11月３日には、インドネシア協会長も来熊

され、県協会、県の３者で事前キャンプを熊

本で行うことを目指した覚書を締結しまし

た。キャンプ実施に向け、また一歩前進でき

たのではないかと考えています。 

 ②は、全日本女子レスリングチームの合宿

についてです。 

 この合宿は、リオオリンピックの前の合宿

に始まり、３回目となりました。練習環境や

食事、宿泊施設について高い評価を得てお

り、その後の成果も上がっていることから、

続いておりますけれども、コーチからは他の

地域からも誘致を受けているという声も聞か

れました。 

 22ページをお願いします。 

 ③は、ドイツ水泳の競泳チームについてで

す。 

 10月、大西市長がドイツを訪問された際、

東京オリンピックの直前合宿を行うことが決

定しました。 

 米印のところになりますけれども、ドイツ

代表チームの熊本合宿は、2008年の北京オリ

ンピック以来となります。 

 また、今回の協定では、来年のワールドカ

ップ、東京オリンピックの翌年の世界選手権

においても合宿を行うことが合意されたとの

ことです。会場は、アクアドームくまもとで

す。 

 ことしのラグビーテストマッチでは、ルー

マニアチームがアクアドームでクールダウン
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を行いましたけれども、水の透明度の高さに

感激していたというふうに聞きました。この

ような環境も、熊本の大きなアピールポイン

トになるのではないかと考えております。 

 ④は、パラリンピック競技の事前合宿につ

いてです。 

 来年の平昌パラリンピックに、パラアイス

ホッケー日本代表が出場しますけれども、同

じくアクアドームで事前合宿を行うことが決

定しています。 

 パラアイスホッケーはアイススレッジと呼

ばれ、下半身に障害がある方々のアイスホッ

ケーです。 

 映像を見てみますと、アイスホッケー同様

激しく、スピード感あふれる競技です。練習

は、一般公開も予定されております。パラリ

ンピック競技の普及もあわせ、多くの方に応

援に来ていただければと思います。 

 23ページをお願いいたします。 

 こちらは、残念な知らせが届きました。 

 ⑤ノルウェー（ボート、カヌー）チームに

ついてです。昨年10月、菊池市の竜門ダムの

斑蛇口湖においてノルウェー（ボート、カヌ

ー）チームが事前キャンプを行うことについ

て、基本合意書を締結し準備を進めてきまし

たけれども、先月ＮＯＣノルウェーオリンピ

ック委員会から、熊本での事前キャンプの実

施を解除する旨の連絡がありました。 

 ＪＯＣ日本オリンピック委員会などを通

じ、事実確認を行いましたけれども、ノルウ

ェー側からは、①新しいスポーツディレクタ

ーが就任し、②東京オリンピックへの事前準

備を見直した結果、事前キャンプは行わず、

直接東京に入ることに方針変更した｡③熊本

県や菊池市の受け入れ態勢が原因ではない、

とのことでした。 

 このことについては菊池市とも協議いたし

ましたが、残念だけれどもやむを得ないとの

結論に至りました。ただ、基本合意書を締結

していることから、ＮＯＣに対しては解除理

由を公文書で回答するよう要請しているとこ

ろです。 

 (2)は、選手育成に関することですが、前

回の委員会から大きな変更はないため、説明

は省略させていただきます。 

 飛んでいただいて、27ページをお願いいた

します。 

 その他ですけれども、東京オリンピック・

パラリンピックの全国的な機運醸成を目的

に、全道府県の首長やゆるキャラによるラジ

オ体操動画が公開されています。 

 県内の世界遺産などの観光スポットを背景

にした本県の蒲島知事とくまモンのラジオ体

操動画も、10月末から東京都の公式動画チャ

ンネルで公開中です。 

 なお、東京都からは、復興オリンピックと

して熊本にさまざまな御支援をいただいてお

ります。 

 その１つとして、来年行われる平昌オリン

ピック・パラリンピックにおいては、そのラ

イブサイト、パブリックビューイングを熊本

で実施したいとのお話もいただいているとこ

ろです。 

 28ページをお願いします。 

 聖火リレーについてです。 

 本定例会の一般質問でも取り上げられまし

たけれども、各都道府県における東京オリン

ピック・パラリンピックの聖火リレー実施に

向け、組織委員会と全国知事会において協議

が進められております。 

 来年４月以降、各都道府県に実行委員会を

設置し、ルート選定やランナー募集を行うこ

ととなっています。 

 オリンピックの聖火リレーのイメージは、

資料の図のとおりですけれども、前回の東京

オリンピックとは違って、ランナーだけが聖

火をつなぐのではなく、途中、車での移動や

実施日の最終到着地では聖火を迎えるイベン

トを行うことなどが想定されています。 

 聖火リレーに関しては、厳しい情報管理の
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中、準備を進めていくことになりますけれど

も、多くの県民の方が楽しんでいただけるよ

う、また熊本地震から復興する姿や感謝の気

持ちを世界中に発信できるよう取り組んでま

いります。 

 29ページをお願いします。 

 最後に、Ⅳ、共通する事項です。 

 まず１ですけれども、小野副知事を本部長

とする庁内の海外展開推進本部に、国際スポ

ーツ部会を設置しました。 

 ラグビーワールドカップの試合日程も決ま

り、女子ハンドボール世界選手権もあと２年

となり、ドイツ大会が終われば、いよいよ次

は熊本開催となることから、さらなるインバ

ウンド対策を効果的に進めることとし、第１

回の部会を開催したところです。 

 また、県と熊本市の連携をさらに深めて対

応していくための、観光会議も開催いたしま

した。 

 続く２は、熊本国際スポーツ実行委員会に

ついてです。昨年11月、熊本で行われる国際

スポーツ大会や東京オリンピック・パラリン

ピックの事前キャンプ誘致などをオール熊本

で盛り上げ、レガシーを構築していくことを

目的に、県内300を超える県内のさまざまな

団体の賛同を得て設立いたしました。 

 これまでメンバーの皆様には、競技運営や

チームの宿泊・移動、広報ＰＲ、テストマッ

チでのチケットの購入・観戦など、さまざま

な御協力をいただいております。 

 この実行委員会の皆様に、女子ハンドボー

ル世界選手権やラグビーワールドカップの準

備状況をお知らせし、さらなる御支援と御協

力を得るため、先週末にパークドーム熊本で

実行委員会を開催いたしました。 

 当日は、日曜日にもかかわらず、委員の皆

様を含め130人ほどがお集まりいただきまし

た。また終了後は、県ラグビー協会の協力に

より、隣のえがお健康スタジアムで行われた

ラグビートップリーグを観戦していただきま

した。 

 30ページをお願いします。 

 ふるさと納税です。ことし８月、熊本で行

われたオール早慶野球大会の収益金の一部

を、ふるさと納税、熊本国際スポーツ大会応

援分として、寄附をいただきました。 

 このように、さまざまな形で御支援をいた

だきながら、国際スポーツ大会の準備を進め

ております。 

 最後に、31ページは、これまで説明しまし

た国際スポーツ大会に関するスケジュールの

一覧になります。趣旨説明は、省略させてい

ただきます。 

 長くなりましたけれども、説明は以上で

す。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

 

〇池田和貴委員長 以上で執行部からの説明

を終わりましたので、質疑に入ります。 

 まず、Ⅰ、2019女子ハンドボール世界選手

権熊本開催に関する件について、何かござい

ませんでしょうか。ありませんか。 

 

〇松田三郎委員 ハンドボールですね。 

 簡単な質問ですけれども、説明がありまし

た資料８ページの日本のハンドボール協会の

新体制、報道での範囲ではありますが、この

前ちょっといろいろ内部でごたごたがあった

というような報道が再々ありましたけど、新

体制が決まって、その間あるいはその後、我

々の熊本開催に関して何か影響があったとか

なかったとか、なかったらそれでいいわけで

すけど､ありましたら、教えてください。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 ちょうど夏の間にいろいろ、今、委員が

おっしゃったようなことがあったわけなんで

すけれども、この間も事務局としては、国際

連盟とのやり取りとか直接やっておりまし

て、特に大きな影響はございませんでした。 
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 また、夏には、プレ大会も開催しましたけ

れども、それも日本協会と共催で実施しまし

たので、特に大きな影響とかはありません。 

 また、今回就任された湧永会長、44歳とす

ごく若いんですけれども、すごく前向きに、

一緒に取り組んでまいりましょうということ

で言われておりますので、また連携して取り

組んでまいりたいと思っております。 

 

〇松田三郎委員 はい、いいです。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

〇氷室雄一郎委員 ハンドボールの分ですけ

れども、２ページの八代の場合は、ホテルの

改修ということですけど、山鹿市の場合は、

ホテルの改修等は、何も指摘はなかったの

か。あと、高速道路を使うルートにより移動

時間に関する問題を解決、ちょっとその辺を

説明してもらって。これで、もう了解が取れ

るのか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 山鹿の会場につきましては、ホテル施設

そのものについての御指摘はありませんでし

た。けれども会場までちょっと距離があるも

のですから､移動距離ですね、あと時間が改

善を、ということで指摘されまして、今回、

高速道路を活用した移動ルートとか、いろい

ろ検討しておりまして、実際、試走しまし

て、それをビデオに撮って見ていただいたり

とかしております。 

 来年２月の視察のときに、実際、また見て

いただいて、御了解を得たいと考えておりま

す。 

 

〇氷室雄一郎委員 山鹿市のホテルの利用な

んかはないと考えられる。高速道路を使って

ということは、泊まらない。そのルートだけ

時間の件で問題が指摘をされたわけ。これは

もう解決して、了解の方向に進むんですね。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 解決の方向に進むと考えております。 

 

〇池田和貴委員長 宿泊ホテルは、どこでし

たっけ。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 南関町にあるホテルセキアを前回は視察

していただいて、そこから山鹿市までがちょ

っと時間がかかったものですから、そのとき

はそういう指摘がありました。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

〇池田和貴委員長 ちょっと１点、私のほう

からよかですか。 

 大会ホームページが開設をされたというこ

となんですが、これは日本語だけですか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 11月30日は日本語でスタートしましたけ

れども、年内に英語版もつくるようにしてお

ります。 

 

〇池田和貴委員長 英語版、英語だけ。ほか

の外国語は。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 今のところは英語だけです。 

 

〇池田和貴委員長 英語だけね、はい。本当

に英語だけでいいのかどうか､やっぱ、ここ

は議論が必要なんじゃないかなというふうに

思うんです。それでよければいいんですけ

ど､やっぱネットだとどこの国からでも見れ

るし、ほかにもそういうツールは用意されて

いるなら別ですけれども、そこもぜひ検討を

また皆さんで話し合っていただきたいという
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ふうに思います。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 ないようですので、次に、ラグビーワール

ドカップ2019熊本開催に関する件について、

質疑ございませんでしょうか。 

 

〇橋口海平委員 試合日程が決まった後に､

新聞報道で熊本は惨敗だというような報道が

あって非常に残念だと、私は思うんですが､

その後に、あんまり失敗じゃないんだという

ような、なかなか打ち消すことができずに、

周りからも結構、「あー、いい試合が来ない

んだね」みたいなことを結構言われることが

多くて、やっぱりそれを打ち消していくよう

な何か、取り組みじゃないけど、何か発信と

いうのをしていかないといけないと思うんで

すが、そのところはどのように今から考えて

いくのか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 説明の中でも少し触れましたけれども、

２試合ですけれども、熊本の試合は、フラン

スとかウェールズとか伝統ある強豪国との試

合が組まれたと思っております。また、２試

合とも日曜日の開催ということで。 

 それで、よそと比べてということじゃない

んですけれども、平日の開催だったりとか、

そういったところもありますので、必ずし

も、試合数としては少ないですけれども、一

番少ない部類に入りますけれども、いい試合

が組まれたというふうに考えておりますの

で、そういったことを地道にといいますか、

伝えていきたいというふうに考えておりま

す。 

 

〇橋口海平委員 地道にお願いします。 

 それで、試合の位置づけだったり、先ほど

ちょっと話があったチームが、例えば、フラ

ンスがワールドカップで準優勝を３回したと

か、トンガのウォー・クライとか、そういう

ウェールズの伝統的だとか、今回は、特に、

多分、トンガ、ウェールズ、カナダになるの

かなと思っているんですけど、メインカラー

が赤だから熊本の赤とかそういうのとかもい

ろいろ考えていってください。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 ありがとうございます。 

 ちょっと済みません。説明させていただき

ますと、フランス対トンガというのが2011年

ニュージーランド大会だったと思いますけれ

ども、フランスはすごく強いチームで、トン

ガはそうでもないんですけれども、その試合

ではトンガは勝ったんですね。前回のイング

ランド大会で日本が南アフリカに勝ったよう

な、そういうような位置づけをされた試合で

す。ですので、まあ因縁の対決と言われてい

ます。 

 また、フランスが所属するリーグは、イン

グランドとかアルゼンチンも入っていまし

て、すごく決勝トーナメントに上がるのが非

常に難しいと言われるところです。ですの

で、フランスは、トンガと戦った後にイング

ランドと戦うということで、負けられない試

合ですね。そういうことで、非常に見応えが

ある試合じゃないかと思っております。 

 また、トンガは、試合の前に、ニュージー

ランドのオールブラックスがよくやります､

ハカと言われる、試合の前に気合を入れる、

何といいますか、儀式みたいなやつですね。

それをやりますので、それを生で見れるとい

うのも非常に見応えがあるところじゃないか

なというふうに見ております。そういったこ

とを伝えていきたいと思います。 

 

〇溝口幸治委員 済みません、関連してです

けど、今、橋口先生がおっしゃったのは、そ

の惨敗だったという報道されたことが残念だ

ったということなので、そういう意味だった
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ですよね。結果的にはこの２試合なんですけ

ど、この間、我々議会も池田委員長を中心に

チケットを頑張って売ったり、ラグビーフッ

トボール協会の方々も一生懸命やったり、執

行部は執行部で一生懸命働きかけてきて、最

終的に２試合だったと。これは相手が決める

ことですから、私に言わせれば、やっぱ最大

は、立地条件なのかなというふうに思いま

す。取り組み自体は、本当に一生懸命やって

きた結果なので、これは粛々と受け入れて、

もうこの２試合、今、橋口先生がおっしゃっ

たように、いいカードなんだよというイメー

ジをどんどん膨らませていくことが大事だと

思います。 

 加えて、ずっとこのラグビーの誘致のとき

から議論してきたのは、経済波及効果がずっ

と言われてますよね｡今回の日本大会も2,330

億円ぐらいあるという報道がなされたり､外

国人の方は、１人17万円ぐらい使うんじゃな

いかという統計、新聞記事なんかが出たりと

いうことがあったので、むしろこれからはそ

っちのほうの対策をしっかりやっていくべき

だというふうに思います。 

 そこで、今、この資料を見ても、これから

海外からたくさん来ていただく､あるいは国

内からもこのカードを見に来ていただくとい

う取り組みというものが、もう一つ、もう１

項目、この資料の中に加える必要があるのか

なと。先ほど委員長がおっしゃったハンドボ

ールの言語の話ですね、ホームページなんか

開いたときの言語の話も含めて、これからど

れだけ多くの海外の人にも、この熊本のよさ

をアピールするかといったときに、宿泊なん

かでも、ネットから直接申し込みができるよ

うなシステムも必要なのかもしれませんし、

そのときの言語が日本語、英語、それからフ

ランスとかトンガとかあるんであれば、どこ

まで対応するのか。 

加えて言うと、熊本は２試合だけど、九州

全部でいったら10試合あるんですよね。私も

橋口先生も松田先生もイングランド大会へ行

かせていただきましたけど、とても次の試合

までの日にちが５日間ぐらいは空くので､我

々もいろいろなところに視察に行ったり、次

の会場に移動したり、泊まるホテルは、松田

議長は多分、議長だったので偉かったので、

近くのホテルでしょうけど、我々は１時間ぐ

らい離れたところに、よその県の視察団と泊

まったりというのもあったので、恐らく、こ

の九州全体で力を入れていくことが、この経

済波及効果、この2,330億円の予測の中のど

れだけを九州に引っぱれるのか、その中のど

れだけを熊本に引っぱっていけるのかという

のは、ここから勝負なんですね。戦いは、や

っぱりこっちにも移していきたいな、もちろ

ん大会を成功させる、選手の皆さん方に喜ん

でいただく、関係者の方々に喜んでいただく

のが一番ですが、次はやっぱり経済波及効果

をどうかち取るかなので、ぜひ次回以降、こ

れはまた委員長、副委員長とも検討していた

だいて、やっぱそこの部分の説明をどなたか

がやらなければならないと思いますけど、そ

れを私、国際スポーツの今のスタッフに求め

るのは酷なので、ここからは観光あるいは国

際課、どちらの課長がやるか局長がやるかわ

かりませんが、そっち側は、やっぱりまさに

商工観光労働部一体となって、別のセクショ

ンがしっかり説明をしていくというようなス

タイルに変えるべきではないか。大会を成功

させるための飾りつけとか装飾とか誘導をど

うするかというのは国際スポーツがずっとや

るんだけども、この経済波及効果をどう呼び

込むかというのは、別のセクションがしっか

り対応すべきだというふうに、これから、前

向きにこれからのことを考えると思いますけ

ど、その辺について部長どうですか。 

 

〇奥薗商工観光労働部長 今、委員がおっし

ゃったとおりでございまして、そういう意識

で今、取り組んでいるところでございます。 
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 資料でいきますと、29ページに、海外展開

推進本部という、いわゆるこれは熊本県全体

が国際的にどう取り組むかという話なんです

けども、その中に国際スポーツ部会、今回、

これだけのための部会というのをつくらさせ

ていただきまして、15日に１回目の、まず、

ざっくばらんにそういう意見交換をしましょ

うよというようなお話をしました｡面子的に

は、我が部が中心になりますけど、当然、国

際観光をやっております国際課ですね、それ

から国内の観光物産課、それから今回、ちょ

っとくまモンもありますので、ちょっとくま

モンのところを集めてもらって、どういうと

ころが問題なのかとか、何をやるのかという

ことを議論をいたしまして、これからまとめ

ていきますので、ちょっと今回までにお示し

できませんでしたけれども。 

 全体として、熊本の観光、外国人観光が65

万ぐらいなんですよね。大体そのうちの９割

方はアジアなんです。今回のターゲットは、

多分、欧米になるだろうと、特に、ヨーロッ

パですね。 

 そういうことでいきますと、その６万人ぐ

らいのところに、今回どれくらい来るかとい

う話なんですけれども、ざっくりと、いわゆ

る今度の２試合でターゲットできそうなのが

大体１万人。先生がおっしゃったように、今

回、10月６日と13日なんですけども、その４

日前に、ちょうど同じフランスが福岡で、そ

れからウェールズは、その４日前に、大分で

やると、ちょうどその期間がまさにちょうど

びったりこんできているので、そこら辺に流

れ込んであと２万人ぐらいとか、要するに３

万人ぐらいの規模の方々をどう引っぱってく

るか、それを、ではどうお伝えするかという

ようなところを、もうちょっとシステム的に

やらなければいけないというような話から始

まりまして、そのときに池田先生がおっしゃ

ったように、直接、あの人たちは、個人旅行

で来ますから、ネットを見るよと、そうする

ときに自分の母国語がないと、これはわから

ぬだろうとか、そういうようなちょっとお話

もさせていただいているところでございま

す。 

 済みません、そういうことで、そういった

ものをもう一度整理をいたしまして、何が問

題なのかということと、実際に、また、福岡

と大分ともここが連携を組んでいかなければ

いけないということで、その気は皆さんあり

ますので、具体的に、どういうスケジュール

でいくのかとか、連携を組んでいくのか、そ

れとも行くときにこちらの資料を持って行っ

ていただくのかと、それくらいの効率性も考

えながらやらせていただきたいと思っており

ます。 

 そういったものを、また、次の委員会の中

ではお示しできるかなと思いますけれども、

そういう意識で今、やらせていただいており

ますので、よろしく御指導いただければと思

っております。 

 以上でございます。 

 

〇溝口幸治委員 １カ月半ありますからね。

大会期間は、１カ月半あるし､新聞による

と、200万人ぐらいが来られて、海外から41

万人ですから、それをもとにしっかり熊本県

に呼び込むような。もう２試合だったという

現実はしっかり受けとめて、前に進んでいく

ような議論をぜひ我々もやりたいと思います

し、マスコミへの情報提供も含めて、ちょっ

と前向きに、この2019年に向かって前向きな

議論ができるように、ぜひ情報提供も含めて

心がけていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

〇池田和貴委員長 今、溝口委員のほうから

御指摘があって、前委員長ですので非常に詳

しい、今までの流れも踏まえての発言だった

と思いますし、今、部長のほうもそれに応え

てしっかりとやっていっているということを
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御説明をしていただきました。しっかりと今

後ともやっていきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 その中でちょっともう１点お願いしたいの

は、今、部長もおっしゃいましたけど、今

後、ターゲットが、ラグビーですと、どこの

国が来ることが決まったので、相手のターゲ

ットがここで確定したんですよね。そうした

場合には、その国の人たちがどういうことを

好きなのかとか、お土産にはどういうものを

好んで買っていくのだとか、いわゆる相手の

国のことを研究をして、そういったトレンド

をきちんとつかんだ上で、そういった導線を

図るとか、やはりきちんとこれからマーケテ

ィングをしながら、仮説を立てて、その仮説

に基づいてやってみてどうだったのかのチェ

ックをして、再度やっていくという作業をや

っぱ繰り返していかなきゃいけないというふ

うに思うので、しっかりそこは、相手が決ま

ったので、ターゲットを絞ってやっていただ

きたいというふうに思っておりますので、私

からも要望しておきます。よろしくお願いい

たします。 

 ほかに質疑ございませんでしょうか。 

 なければ、次に、2020東京オリンピック・

パラリンピック競技大会に関する件につい

て、質疑はないでしょうか。 

 よろしいですか。 

 ないようですので、次に共通する事項につ

いて、質疑はありませんか。 

 いいですか。 

 済みません、もう１点ちょっと。共通する

事項で海外展開推進本部は、大体どれくらい

の頻度で開催されていっているんですか、今

まで。 

 

〇小金丸国際課長 海外展開本部につきまし

ては、現在、国際課のほうで所管させていた

だいております。 

 大体、年に、幹事会と本部会議がございま

して、それぞれ２回を目標にしているところ

ですが、昨年度は、ちょっと熊本地震の影響

もあり、合わせまして２回というところでご

ざいました。 

 今年度は、そういった部会も含めて、おお

むね３回から４回ぐらいの開催。あと部会に

つきましては、今回委員の方々からのいろい

ろ御指摘もたくさんいただきましたので、そ

こは随時開催をいたしまして、次回２月の委

員会のほうに臨ませていただきたいと思って

おります。 

 

〇池田和貴委員長 わかりました。何か回数

もっとたくさんあってもいいんじゃないかな

と思ったりするんですけどね。何か少ないよ

うな気がしないでもないですけどね。まあ、

しっかりやっていってください。 

 ほかにございませんか。 

 なければ、質疑はこれで終了したいと思い

ます。 

 次に、閉会中の継続審査についてお諮りい

たします。 

 本委員会に付託の調査事件については、審

査未了のため次期定例会まで本委員会を存続

し審査する旨、議長に申し出ることにしてよ

ろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇池田和貴委員長 異議なしと認め、そのよ

うにさせていただきます。 

 次に、その他に入ります。何かございます

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇池田和貴委員長 はい。なければ、これを

もちまして本日の委員会を閉会いたします。

お疲れさまでございました。 

 なお、委員の皆様は、連絡事項がございま

すので暫くお残りいただきたいと思います。 

  午前10時46分閉会 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により
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